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石狩低地東縁断層帯の主部と南部の接合部の地質構造とその活動性
Geologic structures and their activities around junction of main part and southern part of
the active eastern boundary f
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石狩低地帯から勇払平野沖海域にかけて長さ 130 kmの南北走向の断層褶曲帯 (石狩低地東縁断層帯)が存在する．こ
の断層系は千島弧と東北日本弧の境界の一部をなしている．この断層系は低角東傾斜のスラストからなり，断層関連褶
曲が発達する.石狩低地帯南部においては，断層系は勇払平野周辺の不連続と雁行配列によって 2つに分けられる．主部
は長さ 72 km，後期更新世以降の平均上下変位速度は 0.4 m/ky以上である．南部は長さ 86 km，中期更新世後期以降の
平均上下変位速度は 0.2～0.3 m/kyである．南部のうち陸上部分は短軸の背斜や短い単斜などからなる不規則で不連続な
構造群をなす。この不連続な構造は石狩低地帯南部の不規則な基盤形状の影響を受けた結果と考えられる。
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